
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 図書だより 

令和２年 ９月 

八尾高校図書委員会 

３３H 佐藤・丸田 

３４H 村上・佐々木 

 

暑かった８月がようやく終わり、９月が始まりましたね！８月に怠けてしまった人も気持ちを

入れ替えて、勉強を頑張ったり、本を読んだりしてみませんか。今回はそんな気持ちになれる本

を紹介します！(M) 

 

 

 

 

「走れメロス」             太宰治 角川文庫 

この短編集に収録されている「走れメロス」は有名ですが、この小説は最後

が少しだけ違っていて、そのラストのユーモアが魅力となっています。他にも、

自分のことをかっこいいと思い込んでいきすぎたお洒落をする青年の話や、犬

が大嫌いなのに犬を拾ってしまう男の話など、面白い短編が載っています。昔

の文豪の小説は敬遠されがちですが、読んでみると現代の人と似たような苦悩

を抱えていたりして、とても共感出来ます。太宰治の作品は特に心理描写がリ

アルで、多感な時期である今こそ一度読むべきだと思います。 

                                  

 

 「意味がわかるとゾクゾクする超短編小説 54字の物語」 

氏田雄介：佐藤おどり PHP 研究所 

この物語の意味わかりますか――？ 

9マス×6行の原稿用紙につづられた、世界一短い（かもしれない）短編小説として、

SNS で話題になった『５４字の物語』。たった５４字の短い文章で、場面表現からオ

チまでつける、様々な世界が展開されている。本を読むのが苦手な人でも気軽に手

に取れる楽しい一冊。ページをめくると「物語の解説」があり、ひとつの物語で二

度も三度も楽しめる構成になっています。短い文章の中に漂う不思議な世界観をお

楽しみください。 

 

「5 分後に意外な結末 3 白い恐怖」学研教育出版編  

学研プラス  

一つの話を５分以内で読める短編集です。どの話も最後にドンデン返

しが待っています。この本は恐怖がテーマですが、心霊、人間の恐ろし

さなど様々な恐怖を味わえます。個人的には「期末試験」という短編が

一番ゾッとします。期末試験に寝坊した主人公とその友達が嘘をついて

再試験を申し出る話です。短いので詳しく話すとネタバレになってしま

いますが、再試験の内容を見た瞬間、背筋が凍ります。他にもゾッとす

る短編がたくさん収録されているので、ちょっとした恐怖を味わってみ

たい人はぜひ読んでみてください。 

 

『短編集』特集！ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カエルの楽園２０２０：百田 尚樹 

ことばのトリセツ：黒川伊保子 

業平 : 小説伊勢物語：髙樹のぶ子 

三体：劉慈欣 

イマジン?：有川ひろ 

この顔と生きるということ：岩井建樹 

キミが勉強する理由：藤原和博 

1 冊ですべて身につく HTML & CSS と Web デザイン入門講座：Mana 

バタフライ : 17 歳のシリア難民少女がリオ五輪で泳ぐまで：ユスラ・マルディニ, ジョジー・ルブロンド 

いじめられている君へいじめている君へいじめを見ている君へ：朝日新聞社 

ミライの授業：瀧本哲史 

カメラはじめます! ：こいしゆうか 

鬼滅の刃－しあわせの花－：吾峠呼世晴 

銀花の蔵：遠田潤子 

これは経費で落ちません! 7：青木 祐子  

オーバーロード 14：丸山くがね 

凶犬の眼：柚月裕子 

男女がうまくいく心理学辞典：齊藤勇 

あたらしい高校生－無海外のトップ大学に合格した、日本の普通の女子高生の話－：山本つぼみ 

心理学でわかる女子の人間関係・感情辞典：石原加受子    スポーツ年鑑 2020：小学館クリエイティブ 

漫画バビロン大富豪の教え－「お金」と「幸せ」を生み出す五つの黄金法則－：ジョージ・S・クレイソン 

1 分間だけ伸ばせばいい－2 つの筋肉を伸ばして体の悩みを改善－：佐藤義人        幻夏：太田愛 

企画展だけじゃもったいない日本の美術館めぐり：浦島茂世 

今、行きたい!世界の絶景大事典 1000：朝日新聞出版 

わたしのせいじゃない：レイフ・クリスチャンソン 

きたきた捕物帖：宮部みゆき 

反応しない練習：草薙龍瞬 

じんかん：今村翔吾 

シン・ニホン：安宅和人 

炎上 CM でよみとくジェンダー論：瀬地山角 

コクヨの結果を出すノート術 知的生きかた文庫：コクヨ株式会社 

「月光」            間宮夏生 KADOKAWA   

          退屈な日常から逃げ出したいと思いながら毎日を過ごしている野々宮

は、ある日、美人で成績優秀なクラスの人気者、月森葉子のノートを偶然

拾う。そのノートの端切れには殺しのレシピと書かれた、彼女のイメージ

からかけ離れた内容のメモがあった。その数日後、彼女の父親が事故死で

亡くなる。その日を境にいくつもの不幸が彼女を襲っていく。最後に解き

明かされる意外な犯人とは誰なのか？ 

 一部紹介します！ 

図書館前に展示中！！！ 

「鴻上尚史のほがらか人生相談」

目からうろこの神回答がずら

り。心のもやもやの言語化がま

さに神ってます！ 

「海外の高校＆大学へ行こう！」

高校・大学留学を目指す方とその

保護者のための 1 冊。現地の学校

情報や留学準備に役立つ情報など

が盛りだくさんです。 

「記憶喪失になった 

ぼくが見た世界」 

１８歳の美大生が交通事故で

記憶喪失になり、自身のこと

だけでなく、食べる、眠るな

どの感覚さえ分からなくなっ

た。まるで１８歳の赤ちゃん

と同じだった。 


